
項 ⽬ 内 容

名称 ルチン [英]Rutin [学名]

概要
ルチンは、ビタミン様物質であるビタミンPの⼀種で、ケルセチンと⼆糖類のルチノ

ースからなるフラボノイドである。 そば、いちじくに多く含まれており、また、グ

レープフルーツジュースにも含まれているという報告がある。⼀般に⾷品添加物

(酸化防⽌剤、強化剤、着⾊剤) として使⽤が認められている。

法規・制度
■⾷薬区分

「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に

該当する。

■⾷品添加物

・既存添加物

ルチン酵素分解物 (イソクエルシトリン)︓酸化防⽌剤

ルチン (抽出物) (フラボノイド/ルチン)︓酸化防⽌剤、着⾊料

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・⽔溶性。C27H30O16、分⼦量 (MW) 610.53。融点192℃。加⽔分解するとケル

セチン、L-ラムノース、D-グルコース各1分⼦を⽣ずる。

分析法 ・UV検出器 (370 nm) 付HPLC (PMID:11499620) やHPLC/MS

(PMID:14518934) にて分析した報告がある。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11499620&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=14518934&dopt=Abstract


有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

RCT

・マラソン選⼿の男性138名 (試験群72名、平均44±11歳、ドイツ) を対象とした

⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ルチン100 mg、ブロメライン90

mg、トリプシン48 mg含有サプリメントを⼤会の1週間前から4粒×3回/⽇、⼤会

後2週間2粒×3回/⽇、摂取させたところ、⾎中炎症マーカー (IL-6、IL-10、⾼感度

CRP、⽩⾎球数) 、上気道感染リスクに影響は認められなかった

(PMID:27753739) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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